
【感染症発生動向調査事業から】 
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 川崎市におけるインフルエンザの定点当たり報告数は、令和８年第４週（１

月１９日～２５日）に１８．１２人となり、前週から急激に増加しました。区

別では高津区が定点当たり３０．２２人と最多で、次いで川崎区が２４．１３

人でした。健康安全研究所に搬入された検体からは、令和７年末まではＡ型が

多く検出されていましたが、令和８年以降はＢ型の検出数が増えています。 
本市のリアルタイムサーベイランスにおいても、昨年のインフルエンザの報

告の中心はＡ型でしたが、年始からＢ型の報告数が増加しています。 
Ａ型インフルエンザにり患した後にＢ型インフルエンザにり患することも

あります。引き続き、手洗いやマスクの着用等の基本的な感染対策を心がけま
しょう。 

今、何の病気が流行しているか！  

第４週報告数第１位 Ｂ型インフルエンザの報告数が急増しました！ 

令和８年１月１９日（月）～令和８年１月２５日（日）〔令和８年第４週〕の感染症発生状況 

第４週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ ２）感染性胃腸炎 ３）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

インフルエンザの定点当たり患者報告数は１８．１２人と前週（９．７７人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は９．７６人と前週（７．４３人）から増加し、例年より高いレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は３．０８人と前週（２．１４人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。 

第４週報告数第３位 

第４週報告数第２位 

（問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策課・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和８年１月２７日作成 

川崎市におけるインフルエンザの 
リアルタイムサーベイランス医療機関当たり報告数推移 

（令和７年９月１日～令和８年１月２６日診断分） 
 

川崎市におけるインフルエンザウイルス検出状況 
-令和７年第３６週～令和８年第４週- 

（令和８年１月２７日結果判明分まで） 川崎市感染症情報発信システム（KIDSS）（令和８年１月２７日１２時時点） 


